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・天界Bl 宇宙を観る，人生を観る 259
　エルズリは米國マサチュセツ州で，米國の：文化圏内にあり．過去二三年來，戦
蘭Lを遜けて目下隊洲より渡來してみる天文學者も多いので，此の會合は恐らく
履はうととであらう．
○關西で，槻測など熱心にやってみた若い一會員が，近頃東京に引き移ったと
ころ・：或る方面から本協會の悪口を聞かされ，大に憤慨してみるとV・ふ通知が
あった・由來，東京は（殊に記者仲間には）口の悪いのが澤山あるのであるし，
東京天娘員中rcは，先輩のなりして，後輩の京都や鰍の天煙（及び天文
峯員）を指導する代りに，悪口雑言を常として，丁目の進歩を妨げ，學術の品
位を傷け，他人の研究を嫉妬する悪徳天文家が少なくないのであって，十歎
年來，との種の二二を泊二等は知ってみるが，自分等は決して彼れ勤眞
似をせす，悪口に報みるに悪口を以てしない方針を堅持してみる始末である．
しかし．山武なる本気員中には，此の種の悪徳義者に始めて接して，驚かれる
人もあらう．崇高なる天文學をやってみる人々でも，之れが職業となれば，忽
ち堕落して，凡人以下の下劣輩になって了ふものがあるものである．こんなも
のを相手としないだけの態度と勇i氣とが必要である．
○婁が病氣で，入院中，自分は此頃殆んど京都を離れて，いなか暮しをしてみ
る・お蔭で，いなかの美しい星室に毎夜親しむことが出來て，幸ひである．そ
れにつけても，近代の大都市とV・ふものは：，霊となく，夜となく，室の察氣を
汚すこと甚だしく，箪に之れは天文観測者たちの槻望を妨げるといふのみに止
らす，人の生活の健康性を妨げ，紳経を鈍らせる意味に於いて，張れは現代の
重大問魎である．何とかして，もっと衛生的な環止竜に，人類は生活心乱なV・も
のカ1・　？！せめて，＝ウヨ1ク市の如く，　rmpだけでも完全に放逐する肚會を，我
が國にも早く作りたいものである．（1940・一6－12）
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